
手　引　き　書

教材テーマ　：プログラム制御の方式

教材Ｎｏ　　：６－２

１．教材の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習対象者
　この教材は、上記テーマを学習するために、高校生向けに開発されています。

ねらいと効果
　コンピュータの仕組み、コンピュータ上でプログラムを実行する方法についての基本的な処理の仕組みを理解できるようにします。
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学習の項目
　　学習項目は次の順番になっております。
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２．マルチメディア教材の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

構成
教材は１１段階に分かれています。

教材の流れ
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３．マルチメディア教材の実行方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「教材インストール手引書」で教材の動作環境、インストール方法、実行方法を最初にご確認下さい。
３．１サーバーマシン

（1） Webサーバーを起動します。

（2） 「制御装置の命令実行の仕組み（ED9900）」を使用する場合、
「（教材をインストールした場所）\ipa\bat\6-2.bat」をダブルクリックします。

［例］Ｃドライブの「教材」ディレクトリの下にコピーした場合

　→　C:\教材\ipa\bat\6-2.bat

３．２クライアントマシン

（１）Ｗｅｂブラウザを起動します。

（２）「アドレス」に「（サーバマシンのIPアドレス）/ipa/」を指定し、Enterキーを押します。

［例］サーバーマシンのIPアドレスが、（192.168.146.47）だった場合

→　192.168.146.47/ipa/

（３）教材リスト表が表示されるので、６「コンピュータのメカニズムを知る」６－２「プログラム制御の方式」の「教材と手引き」欄にある“マルチメディア教材”をクリックします。
４．教材活用授業の進め方        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

時間配分
この教材を１時限の授業で活用する場合の標準的な時間配分を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表１ 時間配分の目安

項　　目
　　　　　内　　容
時　間

１．導入説明
コンピュータの構成図を使用してプログラム制御方式の概要の説明をします。
５分

２．マルチメディア教材活用
(1)プログラムの転送
プログラムを実行した時のコンピュータ内部の様子を見てみます。
５分


(2)オペレーティングシステムの機能
OSの資源管理について教材を使用しながら学習します。
１５分


(3)ED9900
ED9900モデル使用してステップごとのコンピュータ内部の動きを学習します。
２０分

３．まとめ
コンピュータ内部の各部の機能についてまとめます。
５分

 ５．マルチメディア教材の活用方法　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

表２ 教材の画面操作と効果的な使い方

画面遷移
画面操作と効果的な使い方

画面No.０

　タイトル画面


・メニューの中から学習項目をクリックします。

・「要点」ボタンをクリックし、この教材で学習する内容についてチェックします。



画面No.１

　全体構成図


・ハードディスク装置の装置の役割を説明します。

· 入出力装置をポイントすると、＃６－１「データの入出力の仕組み」にとびます。

· システム装置をクリックすると、システム装置の内部の画面に移ります（画面No.２）。

[効果的な使い方]

· 必要に応じて、＃６－１　「データの処理と入出力の仕組み」の教材を参照します。



画面No.２

　システム内部[プログラ

ムの転送]

· プログラムを実行するとプログラムファイルがどのように転送されるのかシミュレーションします。

· 「処理手続き名入力」ボタンをクリックし、補助記憶媒体とプログラム名を入力します。

· 「ノートパソコン」ボタンをクリックすると「画面Ｎｏ.３ノートパソコン」へとびます。

· 補助記憶装置と主記憶装置の違いについて「どうして主記憶装置には保存して置けないのだろう？」ボタンをクリックします「画面No.4」へ。

[効果的な使い方]

・主記憶装置と補助記憶装置については考えたり、調べたりする時間を取ってから答えを見にいくようにします。

画面遷移
画面操作と効果的な使い方

画面No.3

　ノートパソコン


· ノートパソコンの場合に、メモリやCPUがどのように配置されているのかを学習します。

［効果的な使い方］

· 特に実習用マシンがノート型の場合に用います。



画面No.4

　「どうして主記憶装置には保存して置けないのだろう？」の解答


[解説]

· 主記憶装置は電源が点いているときだけ記憶することが出来る記憶装置です。

· 補助記憶装置は電源が消えてもずっと記憶しておける記憶装置です。

· 主記憶装置の方が処理速度は速いです。



画面No.5

　データの流れ


· 「機械語の命令に変換」ボタンをクリックしてプログラムをコンピュータに解る命令に変換します。

· 「実行」ボタンをクリックしてプログラム実行し、データの流れをシミュレーションします。

· （LOAD０）→「メモリのアドレス0番地の内容をＣＰＵに読みこむ」とは、ＣＰＵで「ＬＯＡＤ０」を解析し、主記憶装置アドレス０の「２０」が、ＣＰＵの「計算するところ」にコピーされるということです。

· （ADD　１）→「メモリのアドレス1番地の内容を足す」とは、主記憶装置アドレス１の「３０」を「２０」に足し、ＣＰＵの計算するところに足した結果「５０」が入っているということです。

· （STORE２）→「CPUの値をメモリに書き込む。」とは、CPUで計算された結果、主記憶装置のアドレス２に「５０」が入るということです。

· （OUT　２）→主記憶装置アドレス２の値「５０」を出力装置に表示するということです。

画面遷移
画面操作と効果的な使い方

画面No.６

　制御の流れ


· 「機械語の命令に変換」ボタンをクリックしてプログラムをコンピュータに解る言葉に変換します。

· 「実行」ボタンをクリックしてプログラム実行し、制御の流れをシミュレーションします。

· （LOAD０）→プログラムカウンタにプログラムの最初のアドレスを示す「５」が入り機械語の命令のところに「ＬＯＡＤ０」が入ります。

· （ADD　１）→プログラムカウンタに1足され「６」が入り、機械語の命令に「ADD　１」が入ります。

· （STORE２）→プログラムカウンタに1足され「７」が入り、機械語の命令に「STORE２」が入ります。

· （OUT　２）→プログラムカウンタに1足され「８」が入り、機械語の命令に「OUT　２」が入ります。

画面No.７

　演習１


· メモリの中の左側のリストボックスをクリックして、命令を選びます。右側のリストボックスにアドレスを指定します。

· プログラムを組み立てたら、「ステップ実行」ボタンをクリックします。

· １命令ごとの動きを確認します。

· 正解するとくすだまが割れます。

· プログラムは何度も訂正して実行できます。

[演習の解答]
・LOAD　 ０

　ADD　  １

　DIV    ３

　STORE ４

　OUT    ４

画面No.8

　演習２
· 操作は演習１と同じです。

· 演習２では間違ったプログラムを直す演習になっています。
· 「タイトル」ボタンでタイトル画面へ戻ります。

[演習の解答]
・LOAD　１

　DIV　　３

　ADD　  ０

　STORE ４

　OUT　  ４



画面遷移
画面操作と効果的な使い方

画面No.9

　オペレーティングシステムの機能


· 「タイトル」画面から「オペレーティングシステムの機能」をクリックします。

[効果的な使い方]

・ここではオペレーティングシステムの機能の中でも資源管理について学習します。学習したい項目の順に学習することができます。



画面No.10

　CPU管理


・オペレーティングシステムの機能のタイトル画面から「ＣＰＵ管理」をクリックします。
· 「開始」の文字をクリックするとCPUの使用状況が表示されます。

· 「戻る」ボタンでオペレーティングシステムの機能のタイトル画面に戻ります。

画面No.1１

　記憶管理


・オペレーティングシステムの機能のタイトル画面から「記憶管理」をクリックします。

· 「開始」の文字をクリックするとメモリ上のプログラムの実行が表示されます。

· 「戻る」ボタンでオペレーティングシステムの機能のタイトル画面に戻ります。



画面No.1２

　入出力管理


・オペレーティングシステムの機能のタイトル画面から「入出力管理」をクリックします。

· 「連続実行」の文字をクリックするとＣＰＵのファイルの入出力の状況が表示されます。

· 「戻る」ボタンでオペレーティングシステムの機能のタイトル画面に戻ります。



画面遷移
画面操作と効果的な使い方

画面No.1３

　ファイル管理１


· オペレーティングシステムの機能のタイトル画面から「ファイル管理」をクリックします。

· 左側の本を右側の棚に整理してみましょう。

· このとき棚１、棚２に名前を付けましょう。

· 日常ある本の整理を例にとって、コンピュータのファイル管理へ発展させていきましょう。

· できたら「次へ」ボタンをクリックして、ファイル管理２へ進みましょう。

画面No.1４&1５

　ファイル管理２


· 次にファイル管理１と同様にファイル管理２の演習を行います。
[解説]

· 棚に例えているのがディレクトリのことです。

· コンピュータではディレクトリというものでファイルを管理しています。

画面No.1８

　ED9900

入力画面


・タイトル画面から「制御装置の命令実行の仕組み（ED9900）」の機能をクリックします。

· プログラムの実行状態を確認する時は、「ED9900」左下のリストボックス右の▼ボタンをクリックし、例題リストの中から動きを確認したい例題プログラムを表示すれば、一つ一つの命令がステップで動いているのがわかります。「Reidai01」は問題リストボックスの番号（１）と対応しています。

· 「ED9900」でプログラムを作成する時は、まずメモリ上のアドレス領域をクリックすると、入力画面が現れます。

· 「命令」はニモニック表現で行い、アドレスはメモリに示されたアドレスを使用します。入力画面のニモニックのオプションボタンをクリックしてから「OK」ボタンをクリックします。

· 「データ」は２進表現がわからなくても入力できるように10進表現でも入力できます。入力画面の10進表現、または2進表現のオプションボタンをクリックしてから、「OK」ボタンをクリックします。

· 「連続実行」ボタンをクリックすると、一つ一つのステップを連続して実行することができ、データや制御の流れがバス上に信号として表示されます。

· 「ステップ実行」ボタンをクリックすると１ステップづつ信号の動きを確認することが出来るのでより命令ごとの制御の違いを理解することができます。

· 制御信号やデータの流れはバスが高輝色で表されます。

· 新たにプログラムを実行するときは「リセットボタン」を使用することでプログラムカウンタを０に戻すことが可能です。

· また命令の内容について調べたいときのために「命令セット一覧ボタン」があります。

· 作成したプログラムは教材を終了した後「保存ボタン」をクリックします。このとき、「自分の名前＋課題名」でファイル名を付けます。その後、ブラウザの「更新」ボタンをクリックします。すると、例題読み出しで使用したリストボックスに追加されます。



学習項目





１．プログラム転送と記憶の仕組み





目的　	コンピュータ内部の逐次制御方式の仕組みを学習する。
































ファイル管理(演習)





目的　	補助記憶媒体からプログラムを読みこみ実行する時、コンピュータ内部ではどうなっているかを学習する。








３．制御装置の命令実行の仕組み　(ED9900)









































ノートパソコンの内部





プログラム転送の仕組み











データの流れ











制御の流れ(演習問題)








オペレーティングシステムの機能





入出力管理





システム装置の内部





記憶管理





CPU管理





コンピュータの構成図





目的　	オペレーションシステムの機能である資源管理について学習する。





ED9900（演習)





２．オペレーティングシステムの機能
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